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第１章 第２期西区地域福祉保健計画の策定にあたって 

１ 横浜市の都市づくりの方向性 
  本市においては、平成 18 年６月に横浜市基本構想（2025 年頃を展望した長期ビジョン）

により「市民力」と「創造力」により新しい「横浜らしさ」を生み出す都市を目指すこと

が示され、横浜市の都市づくりの方向性として、市民主体の地域運営（エリアマネジメン

ト）を支援していくことが示されました。 
さらに、平成 21 年１月には、大都市・横浜にふさわしい新たな地方自治制度について

検討してきた横浜市大都市制度検討委員会が、報告書「新たな大都市制度創設の提案」を

まとめ、広域自治体から独立した新しい大都市制度の下で、大都市の地域レベルに「市民

協働型の地域自治組織」を設置することが提案されました。 
 

２ 2025 年の西区と地域福祉保健計画が目指すもの 

  少子高齢化の進展や世帯構成の変化に伴い、介護を始めとして、地域で支援が必要な人

が増えるため、限りある人材や、資源を生かし、誰もが安心して生活できるような社会の

仕組みをつくることが必要です。地域で暮らす人々が、他人を思いやり、お互いを支えあ

う気持ちを持ち、住みなれた地域で誰もがその人らしい、安心で充実した生活が送れるよ

うな地域づくりを進めるという地域福祉の推進が、ますます重要になっています。 
横浜市基本構想が展望する 2025 年は、団塊の世代が 75 歳以上の後期高齢者となり、福

祉保健サービスの担い手から受け手へ移行し、その数が大幅に増大することが予想されて

います。 

 地域の状態を見ると、現在は、地域とのつながりを持とうとする意識の低下や交流の場

の減少、地域活動の担い手や後継者不足が課題となっています。 
このような状態が続き 2025 年を迎えた場合、地域におけるさまざまな福祉活動や日ごろ

の隣近所の支えあいが衰退し、安心して次世代が暮らすことができなくなる可能性があり、

西区も例外ではないと思われます。 
しかし一方で、西区は、昔ながらの隣近所の温かな人間関係が残る地域でもあり、また

区民の中には、今は何らかの理由によりできていないが地域活動へは参加してみたいと考

えている人も多いため、地域とそのような人々との「つながり」ができれば、西区の未来

を支える大きな力になります。 
   西区地域福祉保健計画は、2025 年以降の西区においても、区民・団体・行政など西区に

暮らす全ての人々が力を合わせることにより生活課題の解決を図るとともに、地域の力を

維持・向上し、誰もがいつまでもにこやかにしあわせにいきいきと暮らし続けることがで

きる西区をつくることを目指しています。 
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３ 地域福祉を取り巻く状況の変化 
    福祉や保健などの様々な生活課題に地域全体で取り組む仕組みをつくり、住みなれたま

ちで「誰もがにこやかに、しあわせに、いきいきと暮らし続けること」を目指した第１期

西区地域福祉保健計画の策定から５年が経過し、地域福祉を取り巻く状況は、次のような

変化がありました。 
(1) 福祉制度等の改革 
    平成18年度に、介護保険法の改正により予防重視型のシステムへ転換が図られました。

身近な地域で総合的な相談支援を行う地域包括支援センターの機能を地域ケアプラザ等

で担うとともに、地域密着型サービスが創設されました。 
また、障害者自立支援法の施行により、身体障害・精神障害といった障害の種別にかか

わらずサービス利用の一元化が図られました。 
     医療制度改革では、療養病床の再編や在宅医療推進の方向性が示されました。 
   平成 20 年３月には、厚生労働省の「これからの地域福祉のあり方に関する研究会」が

報告書をまとめ、福祉施策における地域福祉の位置づけを明確にするとともに、地域福

祉の推進は、地域のおける「新たな支え合い」（共助）を確立すること、住民が主体とな

り参加する場であることなどが提示されました。 
(2)  横浜市の状況 

ア 少子高齢化の進展【横浜市将来人口推計】 
   本市においても少子高齢化が着実に進み、人口がピークになる平成 32 年には、市民

の４人に１人が 65 歳以上の高齢者（25.6％）となり、15 歳未満は約１割（10.7％）に

減少する見込みです。これ以降、人口は減少に転じ、高齢化はさらに進むと予測され

ます。 
イ 世帯構成の変化 【横浜市将来人口推計】 

    非婚・離婚の増加や、仕事・学業などの都合で家族と離れて暮らす人が増え、平成

32 年には、一人暮らし（単独世帯）が約 49 万８千世帯に増加（平成 17 年と比較し約

6 万２千世帯増加）するとともに、少子化等により夫婦のみの世帯の数も 36 万５千世

帯に増加（平成 17 年度と比較し約６万６千世帯増加）しています。 
 ウ 深刻な社会経済状況下における生活困難者の増加【国勢調査】 
   都市部では、職がない若者（平成７年 7,178 人→平成 12 年 21,678 人）や生活保護

を必要とする家庭の増加（平成 15 年 29,613 世帯→平成 20 年 37,429 世帯）、ホームレ

スやワーキングプアの問題など、個人の責任だけでは解決できない生活困難者の課題

が多く見られます。 
エ 地域の人間関係【平成 19 年度横浜市市民意識調査】 

   横浜市民は大都市の希薄な人間関係・近隣関係をそれほど否定的には考えず、程よ

い距離感を望む市民像（65％）がみられますが、一方で、地域での交流やつきあいを

必要と思う市民も多く（77％）なっています。 
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(3) 西区の状況 

  ア 人口の増加 
西区は、横浜市のほぼ中央に位置し、面積 6.98ｋ㎡、人口 92,398 人（平成 21 年３月

現在）で、18 区中最も小さい区です。 

    みなとみらい 21 地区を始め横浜駅周辺などの交通至便なところに、マンション開発

などが進んだこともあり、平成９年度から増加に転じた人口は、平成 20 年２月には、

33 年ぶりに９万人を突破するなど、引き続き高い伸びを示しており、当面この傾向が続

きます。 

また、近年では特にこどもの数が増加しています。 
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イ 地域に暮らす要支援者の増加 

少子高齢化の進展、医療や福祉制度の改革、社会経済情勢の変化により、地域に暮ら

す支援を必要とする人（要支援者）が増加しています。 

  

高齢者のいる世帯の家族類型別世帯数
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ウ 地域活動に対する区民意識の変化 

区民アンケート（意識調査）では、地域活動への参加、異なる世代や障害児・者との交

流など地域とのつながりに対する意欲が減少しています。 
○ 自治会・町内会などの活動（役員活動）へ参加したいですか 

（「これまで参加したことがない」と答えた人に対する質問の回答） 

17.2

13.5

47.9

50.4

29.4

31.3

0.9

1.2

4.5

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H19

H21

積極的に参加したい 参加したい あまり参加したくない 参加したくない 無回答
 

○ 障害児・者と共に活動する機会があれば参加したいですか 

3.3

3.4

27.0

22.0

19.8

8.8

9.9

10.1

42.0

44.9

45.4

3.8

2.9

2.13.1 19.4

17.0

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H15

H19

H21

積極的に参加したい 参加したい あまり参加したくない

参加したくない わからない 無回答
 

○ 困ったことがあったときに近隣の方に助けてもらいたいですか 

61.6

60.3

57.6

35.2

35.6

39.0

3.2

4.1

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H15

H19

H21

はい いいえ 無回答  
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一方、市民意識調査によれば、西区は、隣近所とのつきあい方について、顔もよく知らな

いと回答した人の割合が 18 区の中で最も多くなっている反面、困ったとき、相談したり助け

合ったりする人の割合も最も多く、昔ながらの隣近所の支えあいや助け合いの関係も残って

います。 
  
 ○ 隣近所とのつきあい方（平成 17 年度市民意識調査） 

 
 
地域活動については、担い手の高齢化や減少、負担の増加などが課題となっていますが、

一方で、地域活動へ参加してみたい又はしてみたいが今はできない人が７割近くおり、仕組

みやきっかけがあれば、かなりの人が何かしてみたいとの意向があります。 
○ 今後の地域活動への参加意向（平成 18 年度市民意識調査、横浜市） 

してみたいと思う, 23.7
してみたいが今はできな

い, 42.6
してみたいとは思わな

い, 33.3
わからない, 0.4
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また、西区における区民アンケート（意識調査）でも、現在、地域のさまざまな活動に

参加していない人でも、「できる」と考えている人が近隣への声かけ・安否確認やごみ出

しの手伝いなど項目によっては４割近くに達しています。 
  ○ 近隣との関係のなかで、ちょっと困っている人がいた場合に、あなたが行っているこ

とがありますか 

22.8

12.4

7.2

4.1

3.9

13.0

10.8

19.3

12.9

74.7

83.6

88.5

91.5

91.4
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Ａ．近隣への声かけや安否の確認

Ｂ．ごみ出しの手伝い

Ｃ．買い物の手伝い

Ｄ．子どもの預かり

Ｅ．通院や施設への行き帰りの付き添い

Ｆ．部屋の掃除や片付け

Ｇ．草むしり

Ｈ．話し相手

Ｉ．おかずなどのおすそ分け

している            していない          　無回答             
 ○ 行っていない場合、今後「できること」はありますか 
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Ｇ．草むしり

Ｈ．話し相手

Ｉ．おかずなどのおすそ分け

かなりできる        ときどきできる      あまりできない      できない            　無回答             
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○ 【参考】自治会町内会運営上の課題について（３つまで） 
 

（平成 20 年度横浜市自治会町内会アンケート調査報告書（抜粋）） 
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エ 地域・課題の多様化 ～地域主体の課題解決の取組が必要に～ 
    西区では、マンション建設等により、人口の増加や人口構成の変化が生じています。 

     また、住居形態・地形・福祉施設や公園といった利用できる社会資源等が地域により異

なり、そこに暮らす人々の生活課題も異なっています。 

また、地域活動の担い手の減少、住民同士の交流が少ないことは西区の共通の課題です

が、地区により割合に差が生じています。 

区内においては、住民が集える拠点が身近に存在していることや地域の見守り活動が活

発に行われていること、おまつりがさかんであることといったそれぞれの地域の特性があ

ります。課題の解決に向けては、これらの地域特性をふまえ、地域が主体的に取組んでい

く必要があります。 

○ 地域で活動する主な団体の数               （平成 20 年３月） 

組織 総数 １地区 ２地区 ３地区 ４地区 ５地区 ６地区 
みなとみ

らい 21 

自治会町内会 100 14 11 16 17 20 21 1 

ふれあい会 55 9 10 8 11 8 9 0 

子ども会 72 7 10 14 11 13 17 0 

老人クラブ 72 12 9 16 14 7 14 0 

 
○ 住みよい地域にするためどのような問題が解決されるとよいと思いますか

37.8
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3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

みなとみらい２１

第６地区

第五地区

第４地区

第３地区

第２地区

第一地区

住民どうしの交流が少ない                

地域活動の担い手が足りない              

高齢化が進み、外出困難や地域とのつながりが少なくなる        

災害時の対応に不安がある                

子どもや若い世代が地域で交流する機会が少ない                

その他              

　無回答            
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４ 第１期西区地域福祉保健計画・西区社協福祉プランの振返り 

西区地域福祉保健計画と西区社協福祉プランはともに、地域で福祉のまちづくりを推進す

るための計画であり、相互に補完し、連携・役割分担をするものです。 
西区においては、第１期においても、同じ目標を掲げ、共同で推進してきました。 

(1) 西区地域福祉保健計画 
 ア 概要 

平成 17～21 年度を対象とし、福祉や保健などの様々な生活課題に地域全体で取り組む

仕組みをつくり、住みなれたまちで「誰もがにこやかに、しあわせに、いきいきと暮ら

し続けること」を目指しました。 
○ 区民の声を広く集め、一緒に考え、策定しました。 
○ 区民（個人）、団体、行政のそれぞれの取組を定めました。 

  ○ 地域福祉保健推進の指標を設定しました。 
イ 取組状況 

  (ｱ) 個人・団体・行政それぞれによる推進 
     それぞれの取組を通じて区全体を対象として広く推進を図りました。 
   (ｲ) 地区別懇談会の開催 

平成 20 年度からは、地域の特性や課題に合わせ、きめ細やかな計画推進を目指し、

地域住民と区役所、区社会福祉協議会、地域ケアプラザがともに地域の課題や解決方

法等について話し合う懇談会を各地区で開催しています。 

○地区別懇談会について 

地域に暮らす人たちが中心となり、身近な地域におけるきめ細やかな福祉保

健の推進を図るための話し合いの場です。 

また、懇談会を通じて、区全体で推進してきた取組みを、地域特性や課題に

合わせ、より身近な地域での取組みへと広げていきます。 

 

【開催単位】 各地区連合町内会（みなとみらい地区は今後実施予定）全７地区 

【メンバー】各地区で町内会やこども、障害、高齢者、防犯などさまざまな分野・

団体で活動されている方など（各地区で 10～18 人） 

【支援体制】区役所、区社会福祉協議会及び地域ケアプラザは、チームとして話

し合いに参加するとともに、懇談会の運営や懇談会の取組みの支援を

します。アドバイザーは懇談会の進め方や他地域の取組み等について

助言します。 

【懇談会で話し合うこと】 

① 地域の現状を確認します。 

地区の特性、各団体の活動、地域の拠点、社会資源など 

② 課題を整理し、地域全体の課題を抽出します。 

課題の優先度や重要度などを確認します。 

③ 地域の目指す姿（目標）に到達できるように、具体的な活動につなげます。 
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(2) 西区社協福祉プラン 
  ア 概要 

    西区社協福祉プランは、平成 18～21 年度を対象とし、区の計画と基本理念と基本目標

を共有し、区社会福祉協議会や地区社会福祉協議会を構成する団体や機関が、自らの役割

や特色を活かして、協働しながら取組むことにより、目標が達成されることを目指しまし

た。 

○ 地区社会福祉協議会としての取組みを、区社会福祉協議会の会員全体で検討しまし

た。 

○ 区社会福祉協議会としての取組みを、障がい児者団体や関係機関、ボランティア活

動団体、地区社会福祉協議会を中心に検討しました。 

 イ 取組状況 

    地域福祉の推進を目的としている社会福祉協議会は、その事業実施を通じて目標達成

に取組んできました。 

(ｱ) 区社会福祉協議会による推進 

平成１９年度に区社会福祉協議会の組織を見直し、課題別分科会を設置しました。

これにより会員が主体的に参加する仕組みができ、地区社会福祉協議会と施設や、ボ

ランティア・市民活動団体などが、それぞれの活動内容を理解し、テーマに沿った協

働の活動を展開しました。 

○ボランティア・市民活動分科会 

・基本目標３ どの世代も活躍できる場面を持つ 

活動紹介、担い手募集のために活動紹介紙「みらい」を発行 

     ○障がい福祉関係分科会 

 ・ 基本目標１ 安心が確保され安全なまち 

        「災害時に支援が必要な人への支援マニュアル」作成 

・ 基本目標３ 一人ひとりの個性を認めあい、 

みんなが共存するまち 

       障害者週間キャンペーン等の実施による啓発活動の実施 

     ○児童福祉関係分科会 

      ・基本目標５ 子どもが健やかに成長できるまち 

「地域での子育て支援」をテーマに研修会を開催 

     ○高齢者福祉関係分科会 

      ・基本目標６ 必要な情報が正確に伝わるまち 

身近な地域情報提供のために「高齢者おたすけマップ」を作成 

(ｲ) 地区社会福祉協議会による推進 

     基本目標４ 地域全体がつながりを持つまち 

・地区内で活動している団体間の交流の場作りに取組みました。 

・災害時に支援が必要な人への対応について検討しました。 

・親子ふれあい会を実施し、地域ぐるみで子育て支援を行いました。 

・高齢者会食会を実施し、地域全体での見守り活動を行いました。 
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 (3) 第１期計画の検証と課題 

ア 検証 
第１期計画は西区全域を対象として、地域の身近な福祉保健課題の解決を目指しまし

た。目標達成に向けた団体や行政の取組は第１期の５か年で大きく増加（振返りシート

取組数合計⑰567→⑳942）し、それぞれの活動を通じて、区全体で福祉のまちづくりを

進めてきました。 
イ 課題 
(ｱ) 地域が主体となった課題解決の仕組みづくり 

人口構成・住居形態・地形・福祉施設や公園といった利用できる社会資源等が地域

により異なるため、区全域計画を推進するだけでは、一般論になりがちで、支援が必

要な人の課題の解決に結びつく仕組みにつながりにくいため、地区の特性・課題に合

わせ、きめこまやかにかつ具体的に計画を推進する仕組みが必要です。 
 (ｲ) 区計画と区社協計画の一体的な推進 

西区の区計画と区社協計画は、第 1 期においても同じ目標を掲げ、区社協計画の取組

主体である区社協や地区社協は、区計画の推進にあたっても非常に重要な役割を担って

きましたが、２つの計画が別立てであることは区民にとってわかりにくいものとなって

いました。 
地域福祉保健計画が住民主体で推進される計画であることからも、地域に暮らす全て

の人々（個人・団体・行政）が力を集結して「誰もがにこやかに、しあわせに、いきい

きと暮らしつづけること」を実現するためには、１つの計画として一体的に推進するこ

とがなにより必要です。 
   (ｳ) 地域ケアプラザの役割の明確化 

         地域ケアプラザは、誰もが住みなれたまちで、安心して暮らせる地域をつくっていく

ため拠点であり、西区では、４つの地域ケアプラザが、担当する地域の特性やニーズに

あわせ、地域の福祉・保健活動を支援し、福祉・保健サービス等を身近な場所で総合的

に提供しています。 
     第１期計画においても、地域ケアプラザは、地域福祉保健計画の推進を念頭において

取組を進めており、地域福祉の推進に果たす地域ケアプラザの役割は非常に重要である

ことから、計画においても明確に位置づけていくことが必要です。 
   (ｴ) 健康づくりの視点の強化 

   健康づくりや保健の活動は、自分らしい生活の仕方ができるため心身の状態をつくり、

保っていくことを目指しています。 
   健康づくりや保健の取組としては、公的機関が各種の予防事業や情報提供を行うとと

もに保健活動推進員や食生活等改善推進員などの地域の保健人材も区域や地域で健康づ

くり活動を実践してきました。 
   誰もが関係し、関心の高い「健康づくり」をテーマに、住民の主体性を活かした健康

づくり活動を展開することは地域のつながりや活性化にもつながるため、健康づくりの

視点を強化していくことが必要です。 
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(ｵ) 社会情勢の変化への対応 
一層の少子高齢化の進展や社会経済情勢の変化等により、地域で暮らす人々の生活

課題も多様化・複雑化し、個人の努力や公的な支援だけで対応することは困難です。 
多様化・複雑化する生活課題を解決するためには、地域において日ごろから顔の見

える関係を築き、 
○支援が必要な人を見つけられる仕組み 
○支援が必要な人が福祉的サービスへつながる仕組み 
○住民同士で助け合い・支えあう仕組み 
をつくることがこれからの社会では一層求められています。 
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第２章 第２期西区地域福祉保健計画の概要 

１ 基本的な考え方 
(1) 第 1 期計画を継承する 

幅広く多くの区民の声を集めて定めた第１期西区地域福祉保健計画は、計画期間５か年

で完結するものではなく、だれもが住みやすい西区を目指すうえで、普遍的・永続的な計

画となっています。 
そのため、引き続き第２期計画でも第１期計画の基本理念や６つの基本目標を継承した

うえで、社会の変化等を踏まえた見直しを行い、第２期計画とします。 
 

【基本理念】 

西区に住む私たちは健康で楽しく豊かな生活を送ります。地域での生活に定年はありませ

ん。自分たちでできることは自分たちで考え、人々がつながり、地域に根を張り、その枝葉

を伸ばしていきます。 

  

【基本目標】 

１ 安全が確保され、安心なまち 

２ 活気にあふれ、健康なまち 

３ 一人ひとりの個性を認め合い、みんなが共存するまち 

４ 地域全体がつながりを持つまち 

５ 子どもが健やかに成長できるまち 

６ 必要な情報が正確に伝わるまち 

 

２ 推進の柱 
  第２期計画では、横浜市の都市づくりの方向性、地域福祉を取り巻く状況の変化及び第１

期計画の振り返りを踏まえ、次の３点を＜推進の柱＞とします。 
 

＜推進の柱１＞地域のつながり・新たな地域福祉の担い手を広げていきます 
     ・一人ひとりと地域とのつながりを強化するための取組 

・新たに地域の福祉保健活動に参加する人を増やすための取組 
＜推進の柱２＞具体的な地域の課題解決の仕組みをつくります 

・地区別計画の策定・推進 
     ・地域・団体・行政の協働による取組 

＜推進の柱３＞支援が必要な人を地域で支える仕組みをつくります 
・地域におけるセーフティネットづくり 
・地域と専門機関のネットワーク構築 

「定年」部分を再検討します
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３ 策定の方向性 

○ 重点的に取組むこと（重点推進目標）を定めます （第３章） 
第１期計画の基本理念や基本目標を継承したうえで、＜推進の柱１＞地域のつなが

り・新たな担い手を広げる・＜推進の柱３＞支援が必要な人を地域で支える仕組みをつ

くるに沿って、小目標の中から、重点的に取組む項目（重点推進目標）を定め、重点推

進目標を達成するための取組について計画最終年度（６年後）の目標値を定めます。 
第１期計画で福祉保健推進の目標値（区民アンケートにより把握する区民の意識や取

組状況の値）は、第２期でも引き続き計画全体の推進を図る指標とします。 
 ○ 新たに地区別計画を策定します（第４章） 

＜推進の柱２＞具体的な地域の課題解決の仕組みをつくるため、区全域計画に加え各

地区の課題解決に向けた取組みを地区ごとの計画としてまとめます。 
地域と区役所等がともに力をあわせ、地区別計画を推進し、具体的な地域の課題解決

に結び付けていきます。 
○ 区計画と区社協計画と一体的に策定するとともに、地域ケアプラザの取組を位置づけ

ます（第３章・第４章） 
区計画と区社協計画を一体化した計画するとともに、地域ケアプラザも合わせ、区・区

社協・地域ケアプラザは協働で計画を推進するため、基本目標ごとに、３者の取組を定

めます。 
 
４ 計画の期間 

○ 計画期間を６か年とします。 
平成 22 年度～27 年度の６か年を計画期間とします。 

 
５ 計画の根拠と位置づけ 
   市町村の地域福祉計画策定は、平成 12 年に社会福祉法で定められました。 

横浜市においては、地域の生活課題を充分に反映させるため、区ごとに「地域福祉計画」

を策定し、市レベルでは区計画を支援するための計画を策定し、推進しています。 
 
６ 策定過程 
(1)  策定委員会開催策定委員会 

（検討経過を掲載） 
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第３章 区全域計画 

 
 
 

  
 
 

西区に住む私たちは、健康で楽しく豊かな生活をおくります。地域での生活には 

定年はありません。自分たちでできることは自分たちで考え、人々がつながり、 

地域に根を張り、その枝葉を伸ばしていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ～それぞれの世代が、共通したテーマで集まり 

つながりあうことで、基本目標が実現されます～ 

 

１ 

安全が確保され、

安心なまち 

２ 

 活気にあふれ、 

 健康なまち 

３ 

 一人ひとりの個

性を認め合い、みん

なが共存するまち 

５ 

 子どもが健やか

に成長できるまち 

６ 

 必要な情報が正

確に伝わるまち 

４ 

 地域全体がつな

がりを持つまち 

基本目標 西区のめざす姿 
基本目標 西区のめざす姿 

高齢者 

若い人 

サポートを必

要とする人 
中高年 

西区のめざす姿を担う人たち 
子ども 

           基基基 本本本 理理理 念念念 ととと 基基基 本本本 目目目 標標標   

基本理念
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地域福祉保健の推進が計画の最終年次である 6年後にどの程度図られたのかを把握し、判断

するため、「福祉保健推進の目標値」を設定しました。目標値が達成されると、西区のめざす

姿の実現に近づきます。基本理念の指標である「今後も西区に住み続けたい」と思う人が増え

るよう取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           福福福 祉祉祉 保保保 健健健 推推推 進進進 ののの 目目目 標標標 値値値   

目標 項      目 平成 15 年度 平成 21 年度 ６年後の目標値

基本理

念 
今後も西区に住み続けたい  56.5% 57.7% 90%

1 西区は治安が良く、安全が確保されたまちだと思う 38.1% 56.7% 60%

1 ごみ出しのルールを必ず守る 75.9% 74.8% 100%

1 ポイ捨てをしないというルールを必ず守る  71.3% 78.9% 100%

1 公共の乗り物でのマナーを必ず守る  44.3% 41.0% 100%

1 駐輪・駐車のルールを守る  63.4% 72.2% 80%

1 ルールを守らない人を見かけたときに注意することができる 22.0% 23.0% 35%

2 自分が健康だと感じている 77.9% 79.8% 80%

2 過去 1 年の間に健康診断を受けた 70.4% 70.4% 80%

2 健康診断などの結果、生活習慣病が特にない 39.7% 45.7% 50%

2 体調が悪くなったときに、相談できるかかりつけの医師がいる 55.0% 54.5% 90%

2 体調が悪くなったときに、相談できるかかりつけの歯科医師がいる 53.1% 53.0% 90%

2 体調が悪くなったときに、相談できるかかりつけの薬剤師がいる 17.8% 21.4% 30%

2 健康を維持するのに必要な身体を動かすことに既に取組んでいる 35.8% 34.4% 40%

2 健康を維持するために食生活の改善に既に取り組んでいる  47.6% 51.4% 80%

2 家族以外で自分の世代とは違った人と共に活動する機会があった 38.0% 40.1% 70%

2 自分の世代とは違った人と共に活動する機会があれば参加したい  39.4% 36.9% 60%

3 障害者（児）と共に活動を行う機会があった 17.1% 16.0% 30%

3 障害者（児）と共に活動する機会があれば参加したい 30.3% 22.9% 50%

3 
ちょっと困ったことがあった場合に助けてくれる近隣の人や近くの友

人がいる  
53.9% 49.3% 80%

5 地域で未成年の喫煙をほとんど見かけない 11.1% 27.9% 100%

5 近隣の子どもにあいさつなどの声をかけることがある 57.0% 57.9% 90%

5 近隣の子どもに注意することができる  60.1% 56.4% 90%

6 西区からのお知らせや催し物の情報をホームページから得る 2.4% 4.0% 10%

                                                   19 

（※５） 

各基本目標の 1 ページ目から集約 
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第２期計画では、第 1期計画の評価を踏まえ（Ｐ.32～）、各基本目標の小目標の中から、重

点的に取組を進める「重点推進目標」を定めます。「重点推進目標」の実現に向けて、個人、

団体、行政、区社会福祉協議会、地域ケアプラザが取組を進める指標として、６年後の目標値

を新たに定め、共に推進をしていきます。 

基本目標１ 安全が確保され、安心なまち 

 
 
 
 
 
   
 

～第２期計画の重点推進目標～ 

 地域で助け合う関係を築く 
 
 

 
◆ふれあい会、友愛チーム等の見守りの団体数を増やします。 団体数 127→135 団体 
 
◆防災訓練への参加者数を増やします。 
        地域防災拠点訓練参加者： 平成 20 年度 （3,857 人）→（   ） 
 
◆ 防犯に関する講座、イベントの実施回数を増やします。 
                            （   ）→（   ）  
 
 

 目標達成への方向性 

西区では、子どもの登下校時の見守り、ひとり暮らし高齢者等の見守り活動など地域の支

えあいの取組が活発に行われています。また、第１期計画の５年間では、地域の防犯パトロ

ールも団体どうしが連携した取組みが広がっていますが、一方で区民アンケートでは、防犯

面や災害時の対応が不安との意見が多くあります。 
第２期計画では、災害時に支援を必要とする人の把握や支援の仕組みづくりを通して、お 

互いのことを知り合い、日ごろから地域で助けあう関係を築き、安全で安心な暮らしを実感で

きるまちを目指します。 

小 目 標 
①地域全体でサポートを必要とする人を見守る 
②近隣の人と顔見知りになる 
③地域で助け合う関係を築く 
④マナーやルールを守り、お互いの信頼関係を深める 

6 年後の目標値 

              第第第 ２２２ 期期期 計計計 画画画 ののの 重重重 点点点 推推推 進進進 目目目 標標標   

 （※４） 

重点推進目標、

6 年後の目標値

を前ページに移

動 

（※７） 

「福祉保健推進の目

標値」より変更 

（★１） 
指標の柱立

ては適切か 

（★２） 
重点推進目

標と一致し

ているか 
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目標達成に向けた取組 

 

 
 

 

                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひとり暮らし高齢者等の見

守りについて、周囲に働き

かけ、共に活動できる人を

増やします。 
 
【ふれあい会、友愛チーム、

民生委員・児童委員、とも

しび、みつわの会、ほっと

幸せ会、赤い靴…】 

防災訓練への参加者が増え

るよう、団体どうしが連携

し、参加を促します。 
 
 
【町内会・自治会、災害ボラ

ンティアネットワーク、障害

者団体…】 

防犯に関する意識を高め、

地域での防犯への取組みを

増やします。 
 
 
【ＰＴＡ、町内会・自治会、

警察、西口振興協議会】 

団体間のネットワークを構

築し、見守り体制を強化し

ます。 
判断能力が不十分で虐待さ

れているなど自ら声をあげ

られない人の権利擁護に取

組ます。 

災害時の要援護者の把握を

支援します。 
 防犯に関する講座やイベン

トなどの実施により防犯へ

の関心を高め、地域での防

犯に関する取組を支援しま

す。 

見守り活動を行う団体へ

の支援を行うとともに、新

たな担い手向けの研修・講

座等を行います。 

災害ボランティアネットワ

ークの拡充を推進します。サ

ポートが必要な人が地域の

防災訓練に参加できるよう

な情報提供を行っていきま

す。 

ひとり暮らし高齢者等を狙

った犯罪を防止するための

取り組みを支援します。 

孤立している高齢者等に対

し、区役所と連携して支援

し、地域とつなげていきま

す。 
 

施設内で防災訓練や避難訓

練を行います。 
地域の防災訓練にも参加し、

災害時への備えを行います。 

悪徳商法やオレオレ詐欺な

どひとり暮らし高齢者を狙

った犯罪防止のための講座

を実施します。 
 

 

 

団

体 

 

行

政 

 
区
社
会
福
祉
協
議
会 

 

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ 

個 

人 

危険から身を守る手段を学

び、地域で行われている防

犯活動に関心を持ちます。 

地域の防災訓練に参加し、

災害時の対応への意識を高

めます。 

防災訓練への参加者数を

増やします。 
 

近隣の人と顔見知りにな

り、日常生活での支援が必

要になった時に見守りあう

関係を築きます。 

  
（※８） 

それぞれの取組を共通のカテゴ

リーに分類 

（※９） 

団体名を記

載 

（ 掲 載 団 体

名 は 調 整

中） 

ふれあい会、友愛チー

ム等見守りの団体数を

増やします。 

防犯に関する講座、イベン

トの実施回数を増やしま

す。 
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健康は、個人の問題ととらえられがちですが、地域生活の視点で住民がともに健康を考

え、共通の課題や対応策を検討することで、幅広い取組みや支援を具体化することができ

ます。 
第１期計画では、健康維持への関心の高まりともあわせ、介護予防のための体操、ウォ

ーキングや講座など、様々な人が参加して地域で一緒に活動する健康づくりの取組がすす

められました。 
 第２期計画では、より多くの人が関心を持ち、楽しんで参加できる取組みを実施し、新

たに地域活動に参加する区民を増やすとともに、健康づくり活動の場を住民相互の交流・

人間関係づくりを進める場にします。 
 

小 目 標  
① 自分が健康であるために、健康の意識を高める 
 

自分が健康であるために、健康の意識を高める 

◆がん検診・健康診断の受診率を上げます。 がん検診：各検診受診者 500 名増  
◆ウォーキングへの取組を増やします。   各地区年 5 回開催 
◆食習慣の改善に取組む人を増やします。  区民アンケート調査（80%） 
◆介護予防講座への参加者数を増やします。   現在の 1.5 倍  

目標達成への方向性 

 
 
 

基本目標２ 活気にあふれ、健康なまち 

 

 

 

 

～第２期計画の重点推進目標～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 年後の目標値 

（※３） 

小目標②③④は基本目

標４へ移行 
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目標達成に向けた取組 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身近な地域で、検

診・健診に関心をも

ってもらえるよう働き

かける機会を増やし

ます。 

【医師会、歯科医

師会、薬剤師会、

保健活動推進員】 

ウォーキング等運動習

慣を身につける機会を

提供します。 

          

 

【保健活動推進員、体

育指導委員、青少年指

導員】 

食の安全を学ぶ機会を

増やし、食生活を中心と

した健康づくりに取組む

人が増えるよう支援しま

す。 

          

【 食 生 活 等 改 善 推 進

員、食品衛生協会】 

元気なうちから健康

づくりへの関心をも

ち、介護予防の取組

に参加する人を増や

します。  

【シルバー体操指導

員、デイサービス事

業者】 

健康への意識を高

め、がん検診の受診

率を上げます。 

 

運動習慣を身につけ

る機会を提供する団体

を支援します。 

 

食を通じての健康づくり

を推進し、食育活動を

提供する団体を支援し

ます。 

介護予防への取組

を支援します。 

 

地域住民に健康づく

りに関する啓発を行

います。 

 

男性の料理教室や子

育て支援の事業等を通

じて、幅広い世代に食

の大切さを伝えます。 

 

介護予防講座を実

施し、いきいきと地

域で生活できるよう

支援します。 

 

地域での行事等で介

護予防体操等を紹介

し、普段から健康維持

に努められよう働きか

けます。 

 

団

体 

行

政 

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ 

区
社
会
福
祉
協
議
会 

 

 

 

 

 
 

 

会食会や高齢者サ

ロンなど、居場所づ

くりをすすめます。 

 

 

個 

人 

定期的に健康診断

を受け、健康への

意識を高めます。 

 

食生活の改善や運動など仲間と一緒に考え、楽

しく参加する機会を増やします。 

 

健康への意識を高

め、心身の機能を維

持することを心がけ

ます。 

 

23

がん検診・健康診断

の 受 診 率 を 上 げ ま

す。 

ウォーキングへの 
取組を増やします。

食習慣の改善に取組

む人を増やします。 
介護予防講座への参

加者数を増やします。
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サポートを必要とする人をありのままに受け入れる 

姿勢を持ち、支援をする

 
◆サポートが必要な人についての啓発講座への参加者や共に活動できる場（イベント、

町内会活動、小中学校での活動等）を増やします。現在の 1.5 倍 
 

◆作業所や自主活動グループ、団体等の活動を広く紹介します。（広報紙の発行、ちら 
し作成、ホームページに掲載） 現在の 1.5 倍  

 

  
障害の種別に関わらず一元的に福祉サービスを利用できる仕組みとして障害者自立支援

法が制定され、西区では、（法人型の）障害者地域活動ホームや精神障害者生活支援センタ

ーが開所するなど、近年、障害児者が地域で生活するための基盤整備が進みました。  
第２期計画では、地域の拠点を中心に地域とのつながりづくり、関係づくりを進めます。

また、障害児者を初めとしたサポートを必要とする人が、自らの活動や気持ちを発信し、

地域に溶け込み、いきいきと暮らし続けることができるようなしくみづくりに取組みます。

 

目標達成への方向性 

 

 

基本目標３ 一人ひとりの個性を認め合い、みんなが共存するまち 

 

 

 

～第２期計画の重点推進目標～ 

 

～第２期計画の重点推進目標～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 目 標 
① 地域と接点を持つ 
② 自分からも気持ちを伝える 
③ サポートを必要とする人をありのままに受け入れる姿勢を持ち、 
支援をする 

④ 障害児は、いろいろな人といろいろなところ（場面）で多くの 
体験をする 

6 年後の目標値 
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目標達成に向けた取組 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内会活動、行事、イ

ベント等を行う時にサポ

ートが必要な人に声を

かけ、共に活動します。 

 

 【町内会・自治会、小

学 校 ・ 中 学 校 

…    】  

障害者団体は自分達

の活動状況を発信し

ます。 

          

 

 

【 み ら い 工 房 西

…     】 

障害者団体、作業所、

グループホーム、民生

委員児童委員等関係

機関は課題等を話し合

い、連携して共に活動

を進めます。  

【自立支援協議会・障

害福祉関係分科会…】

障害理解のための啓

発講座を開催し、共に

活動する機会を増や

す支援をします。 
 

障害者団体、作業所、

グループホーム等関係

機関のネットワークをつ

くる自立支援協議会を

支援します。 

障害者当事者グルー

プ、作業所の活動を紹

介し、活動の活性化を

支援します。 

          

事業所や関係機関と

連携し、認知症の方

を地域で支える体制

づくりに取組みます。 

 

認知症への理解を

深め、見守る人を増

やします。 

 

 

【 キ ャ ラ バ ン メ イ ト

…  】 

 

当事者団体等が主体

となって行う「共に活

動する機会づくり」を

支援します。 

作業所や障害者団体

と連携し、地域との交

流の機会をつくりま

す。 
 

自立支援協議会に参

加し、関係機関との連

携を推進します。 
当事者団体のネット

ワーク化を一層推進

します。 

自立支援協議会に参

加し、支援の輪を広げ

ていきます。 
 

当事者団体が、自らの

活動を伝えるための発

信力を高めるよう支援

していきます。 

ケアプラザまつりや行

事等で作業所の製品

を紹介したり、事業の

中で日頃の活動を伝

える機会をつくります。 

障がいのある人や認知

症のある人等サポート

を必要とする人に対し

理解を深めるため、研

修会・講座等を開催し

啓発に努めます。 

認知症の理解を深め

る研修会を実施し、

地域でサポートできる

キャラバンメイトを広

めていきます。 

 

区
社
会
福
祉
協
議
会 

 

行

政 

 

 

団

体 

 

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ 

 

個 

人 

近隣でサポートが必要

な人に声をかけ、安否

確認や話し合い相手、

ごみ出しの手伝いなど

自分ができることを手

伝います。 

 
 

サポートが必要な人が

自分から気持ちや状

況を伝えます。 

 

          

認知症への理解を深

め、身近な地域で生

活できるよう支援しま

す。 

 

サポートが必要な人についての啓発講座への参

加者や共に活動できる場を増やします。 

作業所や自主活動グループ、団体等の活動を広

く紹介します。 

共に活動する 関係団体の連携 自ら伝える 互いの理解を深める 
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（Ⅰ）関係する団体どうしの連携を図る 

  （Ⅱ）どの世代も活躍できる場面を持つ

 
◆連絡会や講座、行事等に新たな団体と共に取組みます。 1 団体１つ以上 
◆学生、子育て世代、団塊の世代、高齢者等対象者に合わせて、活動に関心を持ってもら 
う講座や行事を増やします。  現在の 1.5 倍 

（Ⅰ）第１期計画の５年間では、地域の福祉保健を推進する団体の取組数が増加するとともに、

特定のテーマに沿って活動するＮＰＯ等の団体も増えてきています。 
 一方で、同様の取組を同じ時期に複数の団体が行っていたり、構成員の減少や高齢化が進むな

ど、担い手不足が大きな課題となっています。 
 第２期計画では、関係する団体同士がお互いを知り、個性を認め合いながらゆるやかにつなが

り、協力することで、担い手一人ひとりの負担軽減を図り、地域の福祉保健を一層推進します。

（Ⅱ）自治会町内会やボランティアグループでは、活動を支える担い手不足や次の担い手育成が

大きな課題となっています。 
退職期を迎えた団塊の世代や中間層など幅広い世代の区民が、自治会町内会やボランティア

などさまざまな場面・分野、地域づくりに参加でき、活躍できるしくみづくりを推進します。

 

 

基本目標４ 地域全体がつながりを持つまち 

 

 

 

 

 

 

～第２期計画の重点推進目標～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

小 目 標 
【団体どうしが連携する】 
① 自分たちの活動を見つめなおす 
② 関係する団体どうしの連携を図る 
③ より広範囲でのつながりを持つ （要検討） 
【地域活動に参加する】 
④ 共に地域をつくる姿勢を持つ 
⑤ どの世代も活躍できる場面を持つ 
⑥ 素直な気持ちで人とつながる （要検討）

6 年後の目標値 

目標達成への方向性 

26 

（※３） 

小目標②③④は基本目

標から移行 
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目標達成に向けた取組 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ 

自分たちの活動を

他の団体や周囲に

伝える工夫をしま

す。 
 
【ＣＬＩＰあこー

ん、サポート西、テ

ーマ別分科会… 】 

にしく市民活動支援

センターを中心に団

体間の連携と活動の

活性化を図ります。 
 

地域の団体、ボラン

ティアグループ、サ

ービス提供事業者

等が交流できる場

を提供します。 

同様のテーマで取

組を行っている団

体と協力しあって

行事等を行います。

 
【      】 
 

 

地域活動をおこな

っている団体の活

動を紹介し、団体ど

うしが共に活動す

るきっかけをつく

ります。

当事者やテーマ型の団体が地域生活に密着

した活動を行えるよう、地域と連携できる仕

組みづくりに取り組みます。      

 

 

様々な世代を対象と

した事業を実施し、

地域とつながりがも

てるよう支援しま

す。 

 

          

 

 

 

行事や講座等を企画

する際は、各世代が交

流できるような工夫

をします。 
 
 
【       】 
 

 

 

企画した行事を通じ

て、知り合った人に声

をかけたり、参加の方

法（時間の提供、技術

の提供、アイデアの提

供）を柔軟に考え、活

動者を増やします。 

【愛ネットワ-ク】 

ケアプラザまつりや

講座等様々な世代が

参加する場を通じ

て、ボランティアを

発掘、育成します。

 

 

団

体 

 

行

政 

区
社
会
福
祉
協
議
会 

西区ボランティアセンターとして、新たな活動

者育成のための研修や講座を実施します。 
西区在住者に限らず、在学・在勤者（企業）と

も一緒に活動できる場面作りをします。 
 

個 

人 

掲示板や回覧等、地域

情報に目を向け、関心

があるものから参加

します。 

活動している人が身

近な人に声をかけ、

活動を伝え、参加す

るための橋渡しをし

ます。 

 

 
 
 

学生、子育て世代、団塊の世代、高齢者等

対象者に合わせて、活動に関心を持っても

らう講座や行事を増やします。  

連絡会や講座、行事等に新たな団体と共

に取組みます。 
 

世代間の交流 活動者を増やす 互いの活動を知る 団体間の協力 
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子どもは自分やみんなの子どもとしてみんなで育てる 

 
◆地域と子どもが交流する機会を増やします。 
◆地域と学校、幼稚園、保育園の交流の機会を広げます。  現在の１．５倍 
 

 第１期計画の５年間で、西区の０～６歳の子どもの数が大きく増加し、区民の子育て支援

へのニーズは高まっています。 
 地域では、親子のふれあいや交流の場の提供、子育て情報の発信などが各団体・行政によ

り行われています。 
第２期計画では、子どもが幼い頃から地域との関わり方を学び、自分が周囲の大人から見

守られていると感じ、心豊かに健やかに成長できるまちを目指します。 
 また、西区地域子育て支援拠点を中心に子育てに関する取組を行う団体がネットワークを

つくり、子育て中の親の頑張りを地域で支えます。  
 

 
 
 

基本目標５ 子どもが健やかに成長できるまち 

 

 

 

 

 

～第２期計画の重点推進目標～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小目標 
① 自分のからだを大切にする 
② 良いこと、悪いことの判断力を身につける 
③ 周りの大人は、子どもを気にかけ、声かけや見守りをする 
④ 子どもは自分やみんなの子どもとしてみんなで育てる 

6 年後の目標値

目標達成への方向性 
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目標達成に向けた取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

団

体 

 

行

政 

区
社
会
福
祉
協
議
会 

 

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ 

地域ぐるみで子育

てを支援する関係

を作っていきます。 
（親子ふれあい会） 

生徒を対象とした

福祉教育の中で、福

祉についての理解

を深めていきます。

 

子育て支援拠点と

ともに関係施設・団

体と連携し支援の

輪を広げます。 

赤ちゃんの時から地

域とのつながるきっ

かけづくりを支援し

ます。 

（こんにちは赤ちゃ

ん事業） 

地域で子どもを見

守る大人が増える

よう働きかけ、地域

と子どもをつなぎ

ます。 
【ＰＴＡ、主任児童

委員 … 】 

デイサービス等の

地域の利用者と子

どもが交流できる

場を提供します。 
 

小中学生の福祉体

験の場を提供し、地

域とつながるきっ

かけをつくります。

 
 

学校と連携し、命

の大切さを学ぶ機

会を増やします。

（ 小 学生～ 中 学

生） 

 

様々な体験を通じ

て、社会のマナーや

ルールを学び、豊か

な心を育む機会を

つくります。 

【       】 

 

 

          

 

 

 

西区地域子育て支援

拠点を中心とした団

体のネットワークづ

くりに取組ます。 
 

          

各地区で行われて

いる子育て支援の

取組が広がるよう

互いに協力し合い 
ます。 
【児童福祉関係分

科会    】 

身近な子育て支援

の場として、保育園

の機能を強化しま

す。 
（未就学児） 

子育てに関する情報

提供や関係機関との

連携を深めます。 

 

 

子育ての悩みを受

け止め、子育て世代

が孤立することの

ないよう支援しま

す。 
【幼稚園、保育園

…】     

親子支援の講座や

事業を実施し、子

育てに関する情報

提供や楽しく活動

できる場をつくり

ます。

 

個 

人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大人から声をかけ、

見守ることで、子ども

は自分が大切にされ

ていると感じ、思いや

りを学びます。 

幼少の頃から地域

の行事に参加し、近

隣の人と顔見知り

の関係を築きます。 

 

地域と子どもが交流する機会を増やしま

す。 

地域と学校、幼稚園、保育園の交流の機

会を広げます。 

子どもを見守る 健全な心の育成 団体の連携 相談できる場を増やす
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自分自身に必要な情報を選択する 

 
◆地区別、対象者別、年代別に情報をわかりやすく提供します。 
◆インターネットに情報を掲載する団体数を増やします。 
◆身近に情報を入手できる施設や拠点があることを伝えます。  （   ）団体増 

 第１期計画の５年間で、インターネットを利用する区民は増えていますが、広報紙・掲示

板も情報を得る手段として多くの区民に利用されています。また、顔見知りの人から聞く口

コミ情報も情報を得る重要な手段です。 
 一方で、様々な媒体から様々なレベルの情報が数多く提供されている状況です。 
自分の地域で行われている活動について知り、参加するきっかけとしていくこと、支援を

求めたいときにその情報を得ることができることなど、一人ひとりが必要とする正確な情報

を手に入れることができるための工夫が必要です。 
第２期計画では、区民が自分自身に必要な情報を選択できるよう、情報を整理し、わかり

やすく伝える取組みを進めます。 

 
 
 

基本目標６ 必要な情報が正確に伝わるまち 

 

 

 

～第２期計画の重点推進目標～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 目 標 
① 地域の活動、行政の情報がいろいろな手段で伝わる 
② 自分自身に必要な情報を選択する 

6 年後の目標値 

目標達成への方向性 
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目標達成に向けた取組 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団

体 

 

行

政 

 

 
区
社
会
福
祉
協
議
会 

 

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ 

情報の受け手側にあわせ

た情報発信の方法を工夫

します。 
（掲示板、回覧板、ちら

し、ホームページ等） 
 
【シャーロックホームズ

…】 

地域情報をおとしたマップ

や情報カレンダーなどは随

時更新をし、タイムリーな情

報を伝えます。 
 
【e ネットにし探検隊、第 6
地区子育て分科会、子育てプ

ロジェクト、にじ…  】 

子育て支援、健康づくりに関

すること、介護に関すること

等、団体が把握している情報

を伝えるとともに、区役所や

地域ケアプラザ、福祉保健活

動拠点、地区センター等入手

できる場所を紹介します。 
【   】 

広報、ホームページ、ちら

し等手段を変えて、必要な

人に情報が届くよう工夫し

ます。また、情報を発信し

たい団体と発信手段を持っ

ている団体をつなげるしく

みをつくります。 

地域のイベント情報や区役

所の事業等、広報よこはま区

版やホームページでタイム

リーな情報を伝えます。 
 
 

身近な地域で情報が得られ

る施設や拠点があることを

窓口や広報等を通じて広く

伝えます。 
 
 

収集した情報を整理し発

信します。情報の入手が困

難な人にも受け取りやす

い工夫をして発信します。 
地域の団体等の情報発信

を支援します。 

広報紙「もくせい」やボラン

ティア情報紙、チラシ、区社

協ホームページなど、さまざ

まな媒体をつかって情報を

発信していきます。 

他機関からの情報を整備し

提供します 
あわせて、身近な地域で情報

が得られる拠点あることを

広く伝えます。 

対象者に合わせて、地域

へ出向いて情報を伝えた

り、掲示板を活用する等、

情報発信の方法を工夫し

ます。 

広報紙の発行、ホームページ

の更新により地域に情報を

発信します。 
 
 

情報発信をする団体の 
後方支援を行い、インターネ

ット、パソコン等を学ぶ場を

提供します。 
 

個 

人 

情報を入手しにくい高齢

者等には、自分が知って

いる情報を伝えます。 

 

 
 

情報がどこに集まっている

のか、日頃から関心を持ち、

家族や身近な人に伝えます。

地区別、対象者別、年代別

に情報をわかりやすく提

供します。 

インターネットに情報を掲載

する団体数を増やします。更

新し、正確な情報を伝えま

す。 

身近に情報を入手できる施

設や拠点があることを伝え

ます。 
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目標１に対する取組数 
        【平成 17 年度】→【平成 20 年度】    

 
 
 
 

基本目標１ 安全が確保され、安心なまち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目標１に対する取組数  86 件増加 平成 17 年度 160 件 → 平成 20 年度 246 
 
 
 
 
 
 
86 件増     160 件      246 件   
 

団体・行政が力を入れた具体的な取組 
【町内会】地域の防犯パトロールを強化 
【子ども会】集団下校時のあいさつ運動（各単位会）を実施 
【老人クラブ】友愛活動で高齢者の見守り 
【ふれあい会】見守られる人と見守る人との輪ができ、町内会活動の活発化につながりました。 

【区役所】「こども 110 番の家」の登録数年々増えています。また、学校との交流会を５校 

で実施しました。 
【区社会福祉協議会】（障害福祉関係分科会）自分たちや地域ができることについて話し合い、 

「災害時にサポートが必要な人のための支援マニュアル」を作成しました。    

災害ボランティアネットワークを立ち上げました。 
 

アンケート結果まとめ 
「西区は治安が良く、安全が確保されたまちだと思う」と回答した人の割合が 56.7%と平成 15 年

度に比べると 18.6 ポイント増加しました。 
 「公共の乗り物でのマナーを守る」と回答した人の割合が平成 15 年から 3.3 ポイント減少して

いるほか、「ごみ出しのルールを守る」「ポイ捨てをしないというルールを守る」も目標達成まで

20 ポイント以上の開きがあります。 
アンケート、地区別懇談会、地域のつどい等での区民の意見（課題） 
・ 住宅密集地に住んでおり、地震が起きた時の逃げ場がなく、不安を感じている高齢者が多い。 
・ 路地が狭く、救急車が入れないところもあり、防災面で注意しなければならないところがある。

・ 横浜駅周辺では人の出入りが多く、防犯面で心配。 
・ 個人情報の問題があり、高齢者などの把握が困難になっている。 
区民からよせられたアイデア 
○知らない人どうしでもあいさつができれば、防犯性も高まり、何かあった時も話しやすくなる。

○まず、顔見知りになり、はじめてコミュニケーションがとれる。 

～個人の取組～ 

～団体・行政の取組～

 
            第第第 111 期期期 計計計 画画画 ののの 振振振 りりり 返返返 りりり   

（※６） 

各基本目標の最終ページより集約 
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アンケート結果まとめ 
「自分が健康だと感じている」と回答した人の割合や「生活習慣病などが特にない」と回答した

区民の割合はやや増加しています。 
「過去 1 年の間に健康診断を受けた」と回答した人の割合に増減はありませんでした。健康診断

を受けなかった理由として、「忙しくて受けられない」「費用が高くて受けられない」と回答した割

合が高くなっています。 
健康維持のための運動への取組は 5.6 ポイント減少し、バランスの良い食事など食生活の改善に

取り組んでいる人の割合は 3.8 ポイント増加しています。 
アンケート、地区別懇談会、地域のつどい等での区民の意見（課題） 
・ 健康診断を受けたいが、忙しくて受ける時間がない。 
・ ひとり暮らしの高齢者は食事づくりが面倒になりがちで、3 食食べないことが多い。 
・ 子どもが小さいとなかなか運動する機会が少ない。 
 
区民からよせられたアイデア 
○ グランドゴルフなど幅広い世代が取組めるスポーツを通じて、地域で健康づくりを進めている。

○町内会で体操教室に取組んでいる 
○毎日少しづつ意識して、体を動かしたい。スポーツセンター等も利用したい。 
○近くの公園で行われているラジオ体操に参加している。朝規則正しい時間に活動をはじめ、近隣

の人とも顔なじみになる。 

 
目標２に対する取組数 
        【平成 17 年度】→【平成 20 年度】    
  160 件増    112 件      272 件 
 

 団体・行政が力を入れた具体的な取組 
 

 

 

基本目標２ 活気にあふれ、健康なまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【医師会】禁煙外来を開設したり、紹介しました。 
【食品衛生協会】食中毒防止キャンペーンを開催しました。 
【生活衛生協議会】区民まつりで健康増進について PR しました。 
【保健活動推進員】ウォーキングの日設定等により区民の運動習慣の定着化を図っています。 
【さくら連絡会】リハビリのために行っているゲートボールを始める前に、血圧測定をして 
        健康管理に力を入れている。 
【区役所】ウォーキングを日常習慣化するため、マップやスタンプ帳などの啓発物品を作成 
    

～個人の取組～ 

～団体・行政の取組～



17 

アンケート結果まとめ 
 

  
 
 
 
 
アンケート、地区別懇談会、地域のつどい等での区民の意見（課題） 
・支援が必要な人が何に困っているのかがわからない。 
・障害児と地域で活動する機会が少ない。 
・山坂が多い地域では、高齢になると遠くまで買い物に行ったり、ごみ出しすることや分別が 
 大変になる。 
区民からよせられたアイデア 
○障害者が自分の活動内容を地域に情報発信することが大切である。 
○頼まれればできることがあるが、困っている人がどこにいるのかがわからないので、橋渡しを 
してくれる人が身近にいるとよい。 

○近隣で隣組のような組織を作り、困った時に近くで必ず連絡ができる人がいて、電話をすれば、

まず聞いてくれるようなしくみづくり。 

 
目標３に対する取組数 
        【平成 17 年度】→【平成 20 年度】    
  ２１件増    124 件      145 件 

 

 団体・行政が力を入れた具体的な取組 
【手話サークル西】講演という形で多くの聴覚障害者の話しを聞き、手話技術だけでなく、 

聴覚障害者をより深く理解しています。 
【はーとメンバーズ】ピアカウンセリングの場を広めています。 
【まつぼっくり会成人部】地域のお祭りへ参加しています。 
【小学校】運動会種目に車椅子を取り入れる等車椅子体験学習の実施 
【みらい工房西】地域の小中学生と交流を持ち、障害についての理解を深めてもらいました。 
【区役所】障害者団体と協働で、区民向けの障害の理解に関する啓発講座を行いました。 
【区社会福祉協議会】(障害福祉関係分科会)障害理解に関する啓発のため、「障害者週間キャンペ

ーン」を実施しています。

 

基本目標３ 一人ひとりの個性を認め合い、みんなが共存するまち 

 

 
「障害者（児）の方と共に活動を行う機会があった」、「これから参加したい」と思う割合が共

に減少しています。 
「ちょっと困ったことがあった場合に助けてくれる近隣の人や友人がいる」と答えた割合も

4.6 ポイント減少しました。また、異なる世代との交流への参加の意欲について参加したいと

いう人の割合は減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～個人の取組～ 

～団体・行政の取組～
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アンケート結果まとめ 
 

 
  
 
 
 
アンケート、地区別懇談会、地域のつどい等での区民の意見（課題） 
・地域活動は活発だが、各団体が縦割りになっている。互いの活動を理解しあう機会が少ない。 
・ 一人の人が複数の役割を担っており、忙しすぎて町内会活動を広く知ってもらう情報を発信 
できない。 

・ 転居してきた人は地域に知り合いが少なく、地域の行事に参加するきっかけづくりが難しい。 
区民からよせられたアイデア 
○地域の行事をおこなう際に、地区社会福祉協議会を中心に各団体が連携して企画・運営をし、 
地域に根付いている。団体をまとめる機能が大切。 

○高齢者の見守りや子育て支援など、民生委員・児童委員だけでなく、自治会町内会役員、友愛 
活動推進員、更生保護女性会、ボランティアなどが役割分担し、一緒に取組んでいる。 

○力仕事、料理上手、電気関係に詳しいなど自分の得意分野を生かし、町内で助け合う。掲示板な

どを活用し、広く活動内容を周知する。また、退職したばかりの人に地域活動の参加を促す。 
 

 
目標４に対する取組数 
        【平成 17 年度】→【平成 20 年度】    
  ３１件増    ６０件      ９１件 

 団体・行政が力を入れた具体的な取組 
 
 
 
 
 
 
 
【区役所】子ども関係団体が連携しやすい仕組みづくりを検討します。 

 

基本目標４ 地域全体がつながりを持つまち 

 

 

「ちょっと困っている人に行っていること」について、「すでに支援を行っている」とし割合 
増えていますが、「現在行っていないが、今後できることがある」とした割合は減っています。

近隣の助け合い活動を行っていない人に関心を持ってもらう働きかけが必要です。 
また、「地域の中で自分の世代とは違った方と共に活動する機会があれば、参加したい」とした

割合は 2.5 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【食事サービスグループ】定例会を設けて意見交換しています。 
【保育園】研修会等に参加し、他園との連携を結ぶ機会をつくっています。 
【ケアプラザ】企業ボランティアと高齢者や介護者を対象とした事業を企画実施しています。 
【区社会福祉協議会】テーマ別分科会（地区社協・高齢・障害・児童・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ市民活動）を 
開催し、地域・施設・団体の連携を図り、情報交換を行うほか、研修・ＭＡＰづくり・イベ 
ント等を実施しています。 

 

～個人の取組～ 

～団体・行政の取組～
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アンケート結果まとめ 
未成年の喫煙については、「ほとんど見かけない」と回答した割合は 8.8 ポイント増えましたが、

21 年度においても「よく見かける、時々見かける」と回答した人が 49.1%であり、引き続き未成年

の喫煙防止に取組んでいく必要があります。 
子どもへの声かけ（0.9 ポイント増）については５か年での大きな変化はありませんでしたが、

子どもへ注意できるかについては、3.7 ポイント減でした。 
アンケート、地区別懇談会、地域のつどい等での区民の意見（課題） 
・ 子どもの数が減っている地域では、子ども会活動が困難になっている。一方、子どもの数が増

えているところでは幼稚園の数や小学校の教室が不足している。 
・道路を歩く時のマナーやポイ捨てなどルールを守らない子どもがいる。 
・転居してきて周囲に知人がおらず、子育てに悩んでいる親がいる。 
区民からよせられたアイデア 
○子育て支援の場で自治会町内会の活動を伝え、若い世代への地域情報の伝達を行い、地域が子ど

もたちを見守っていることを教えている。 
○自治会町内会を年代別に部会に分けて、子どもの頃から地域の活動に参加し、地域への理解を深

めるとともに、世代間でマナーやルールを教える。 
○声かけを積極的に行い、あいさつをしなかった子どもも顔見知りになると、信用しあいさつ 
を返してくれるようになった。 

 

 
目標５に対する取組数 
        【平成 17 年度】→【平成 20 年度】    

４３件増    ７５件      118 件 
 

団体・行政が力を入れた具体的な取組 
【歯科医師会】学校歯科医、幼稚園歯科医が食育についての講話の機会を見つけ実施しています。

【小学校】学校保健委員会で早寝早起き朝ごはんについて啓発、６年生の薬物防止教育に取組ん

でいます。 
【子育てプロジェクトにじ】地区社協と連携し、ケアプラザで３世代交流を実施しています。 
【地域ケアプラザ】 
【食生活等改善推進員会】子どもや若い世代とのふれあい交流を通じた健康づくりの普及を行っ

ています。 
【区社会福祉協議会】（児童福祉関係分科会）子育て支援を行う団体向け研修会を実施しました。

【区役所】子育てに関わる団体同士の連携のきっかけづくりのため、リーフレットを作成 

 

基本目標 5 子どもが健やかに成長できるまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～団体・行政の取組～

～個人の取組～ 
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アンケート結果まとめ 
 
 
 
 
 
 

アンケート、地区別懇談会、地域のつどい等での区民の意見（課題） 
・ 情報量が多すぎて、何が必要な情報なのかわかりにくい。 
・ パソコンを利用しない人もいるので、掲示板や回覧板などを活用するが、 

枚数が多く、正しい情報が伝わりにくい。 
・身近な地域での情報や団体の活動を伝える方法がない。 
区民からよせられたアイデア 
○ホームページに自分ができるボランティア内容などを掲載し、支援が必要な人が情報を得る。

○バス停や病院など待ち時間であれば、掲示されているチラシをよく読む。より広く知ってもら

いたい情報はチラシを掲示する場所を工夫する。 
○若い世代は、パソコンや携帯電話のメールなどから情報を得る傾向がある。 
○近隣の人から行事に誘われたり、同じ世代の人から聞く口コミ情報が信頼感を得やすい。 

 
目標６に対する取組数 
        【平成 17 年度】→【平成 20 年度】    

３４件増    ３６件      ７０件 
団体・行政が力を入れた具体的な取組 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

報紙を発行しました。情報発信支援のため団体向けチラシ講座を開催しました。

 

基本目標６ 必要な情報が正確に伝わるまち 

 

 
西区からのお知らせや情報の入手方法として、ホームページから得るとした割合が 1.6 ポイ

ント増加しました。一方、広報よこはま西区版（6.2 ポイント減）、回覧板（9.5 ポイント減）、

区役所窓口のチラシ（7.4 ポイント減）といずれの入手方法も減少しています。 
「インターネットを活用している」と回答した割合は平成 19 年 48%が 21 年度には 55.1％と

7.1 ポイント増加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
【薬剤師会】ホームページを通じた情報提供をしました。 
【更生保護女性会】子育て支援の場で母親たちに情報を伝えました。 
【獣医師会】野良猫問題について相談を受け、一緒に考える会があるということを伝えました。 
【e ネットにし探検隊】 e ネットにし探検隊では各地区で行われている地域に密着した行事 

や団体の活動をまとめて、わかりやすい情報を発信しました。 
【第一戸部荘】 
【区役所】広報よこはま西区版のページ数を増やし、タイムリーな情報を掲載し内容の充実を 

図りました。 
【区社会福祉協議会】ホームページを改訂し内容の充実を図りました。新たにボランティア情 

～個人の取組～ 

～団体・行政の取組～
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